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PROFILE　宮城県仙台市生まれ。2004年、津軽三味線全国大会最高峰のA級を14才で最年少優勝。06年まで3連覇
を達成し、同大会の殿堂入りを果たす。ジャンルを超えてのコラボレーションも数多く、海外での評価も高い。被災した
自宅の床柱でできた三味線とともに被災地での公演も積極的に行っている。みやぎ絆大使。

小山久美＝慶応義塾大学文学部卒業後、スターダンサーズ・バレエ団入団。文化庁在外研修員としてアメリカのバレ
エ団でも活躍。2003年スターダンサーズ・バレエ団代表、総監督に就任。08年より昭和音楽大学短期大学部教授。

　浅野祥は世界を見つめている。津軽

三味線で国内の大会を総なめにしてき

た彼は、民謡の伴奏楽器だった三味線

に新たな息吹をもたらす試みを続けて

いる。「一般的に浸透している三味線

への古い概念を打ち砕き、三味線の可

能性をもっと開花させたい」と熱く語

る。ピアノやドラムなどとのアンサン

ブル、ラップやフラメンコとのコラボ

レーションにも積極的に挑戦。古いも

のを捨てて新しいものだけを取り入れ

がちな世の中だが、古き良きものを大

切にして、そこから新しい音楽、新し

い価値を創造したいと全国各地をまわ

り実演を続けている。10年後には？「毎

日ライブをしたい。そして世界中のさ

まざまな人から新しいヒントをもらっ

て、クリエイティブで前向きなエンター

テイナーになりたい」今後の浅野祥の

舞台が楽しみだ！

若き実演家の未来

津軽三味線界の革命児

　人間としての根源的な喜びや快感と

は、人に何かを伝えることができた瞬

間に感じるものだと思います。バレエ

も身体での表現を通して舞台と観客と

が気持ちを共有したり、相互の手ごた

えを感じた瞬間に喜びや楽しさを感じ

る。でも幼い頃からバレエをはじめた

私は、踊るための技術という大きな壁、

手ごわい相手に悪戦苦闘の日々。バレ

エの本当の喜びに気づいたのは実は現

役を退いてバレエを教えるようになっ

てからでした。「過去に敬意を払いな

がら、未来へ続く使者となって、現在

に集中する」という私の大好きな言葉

があります。バレエはクラシックなイ

メージが強いですが、現代の観客に向

け、創意工夫された演出で総合芸術な

らではの公演も生み出されています。

「過去の感動を今に、今の感動を未来

へ」、形を変えつつも感動を伝えること

が何よりも大切。是非バレエの素晴ら

しさを舞台を観て感じてほしいですね。

過去の感動を今に、今の感動を未来へ

浅野 祥
Asano Sho

瞬演の舞台から バレエ

BOOKアートディレクターの眼

『象』
2013年7月２日（火）～21日（日）／新国立劇場
作：別役 実／演出：深津 篤史
デザイン：good design company

作品名の「象」から発想したのだろうが、メインビ
ジュアルに「ひび割れた大地」を使ったのは秀逸。
この舞台は原爆をテーマにしたもの。ひび割れた
大地の中に原爆のドームをこっそり忍ばせるなど、
デザイナーのこだわりとセンスを感じる。鮮やかな
黄色と抑揚のない文字の配列が逆に舞台の奥深
さを表現していて、ちょっと観てみたくなる。

『ジャングル・ジャンクション』
2013年7月12日（金）～15日（月）／シアター1010
原作：高橋いさを
脚本：成井 豊＋真柴あずき／演出：成井 豊
デザイン：デザイン太陽と雲

写真が重なった部分を是非見て欲しい。特にストラ
イプが重なってチェックになっている部分など、そ
の巧みさに感激。三つの物語の主人公が東京のど
真ん中で出会うという設定を上手く表現しながらも、
タイトルの入れ方や、紙・印刷にも凝っている。実物
のフライヤーを見たら、舞台も観たくなるかも。

最近色々な公演のフライヤーが面白くなって来ている。
ここでは７月から９月に上演される、劇団・ダンス・演奏会などのフライヤーの中から、
ちょっと気になるものを、本誌アートディレクターが選んでみた。

新村則人＝アートディレクター。1960年山口県生まれ。主な仕事に資生堂、無印良品キャンプ場、エスエス製薬、東京オリンピック招致など。
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［プレゼント応募方法］ SANZUIウェブサイト（http://www.cpra.jp/sanzui/）よりお申し込みください。
締切は9月2日（月）。当選された方には9月10日（火）までに発送をもってかえさせていただきます。

狂言の名手としてともに
名を残した兄弟の人生
模様。エピソードを通じ
て、感性の兄、理論の弟
それぞれの魅力を余す
ところなく語る。

「アメリカン・ジョーク=
大味」という先入観を解
放させ、キーパーソンや
テレビドラマ、映画史を
わかりやすく描いたガイ
ドブック的な本。

『狂言兄弟 千作・千之丞の八十七年』
茂山千作、茂山千之丞、宮辻政夫（編）
毎日新聞社　2310円（税込）

『21世紀アメリカの喜劇人』
長谷川町蔵
SPACE SHOWER BOOks 1680円（税込）

「人間の愚かしさの総合
カタログ」のような落語
の登場人物の魅力を伝
えるエッセイ。落語の「た
めにならない」素晴らし
さを実感できる。

バレエの道に進みたい
が、本番に弱い。練習で
はうまくいくのに…。そん
な悩みを解決するのは？
コンクールに向けた葛藤
を描いた青春漫画。

『この世は落語』 中野翠 筑摩書房 1575円（税込） 『言霊』 山岸凉子 講談社 630円（税込）

恋は理屈ではない。歌舞伎
もそんな感性のほとばしり
でありたいと、歌舞伎の世
界を様 な々視点でつづった
エッセイ。日本文化の示唆
にも富む、味わい深い1冊。

通常の客席から
は見ることので
きない、ベール
に包まれた舞台
裏を特別にご覧
いただけます。

PRESENT

A. 山川静夫サイン入り本
『歌舞伎は恋 山川静夫の芝居話』
淡交社 1680円（税込） ５名様

B. 『新国立劇場バックステージツアー』ご招待　
10月4日（金）14:00-15:30
10組20名様
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